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Abstract
In this study, we examined the educational effects of an outdoor camp, marine sports camp 
and ski & snowboard camp（ski camp）and as one of the physical education programs.
The effects can be summarized as follows:
１）　Physical fitness score for ‘weight’ increased significantly by participation in outdoor program
（F（１,８８）＝４４.３８, p＜.０１）.　Score for ‘grip strength’ decreased significantly between pre-
test and post-test in ski camp（F（１,８８）＝３７.３５, p＜.０１）, and the post-test score in ski camp 
was significantly inferior to those in outdoor camp and marine sports camp（MSe＝０.００７, 
p＜.０５）.
２）　POMS scores for ‘vigor’ increased significantly by participation in outdoor program（F
（１,８８）＝１２.９８, p＜.０１）.　Score for‘TMD’ decreased significantly between pre-test and 
post-test in outdoor camp（F（１,８８）＝１１.０４, p＜.０１）, and the post-test score in ski camp 
was significantly superior to those in outdoor camp（MSe＝４.０７, p＜.０５）.　POMS scores 
for ‘fatigue’ at the post-test in ski camp was significantly superior to those in outdoor camp 
and marine sports camp（MSe＝３.２５, p＜.０５）.
３）　STAI-JYZ scores for ‘state anxiety’ and ‘trait anxiety’ decreased significantly（state anxiety
（F（１,８８）＝７.０１, p＜.０１）, trait anxiety（F（１,８８）＝７.０１, p＜.０５））.
４）　SOC score for ‘SOC total’, ‘sense of comprehensibility’ and ‘sense of manageability’ increased 
significantly（total SOC（F（２,８８）＝６.４６, p＜.０５）, sense of comprehensibility（F（１,８８）＝
８.６５, p＜.０１）, sense of manageability（F（１,８８）＝６.１２, p＜.０５））.
５）　Mental fitness score for ‘positiveness’ increased significantly（F（１,８８）＝１２.０１, p＜.０１）.
The results of this study suggest that participation in an outdoor program including a variety 
of activity programs improves physical fitness, the feelings of students and their mental fitness.
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要　旨
今回、我々は身体教育プログラムのひとつとしてマリンスポーツ実習、スキー・スノーボード実習を
１．は じ め に
平成２４年に公表された中央教育審議会大学分
科会大学教育部会の審議まとめ「予測困難な時
代において生涯学び続け、主体的に考える力を
育成する大学へ」において、大学教育の直面す
る目標として、「生涯学び続け、どんな環境で
も“答えのない問題”に最善解を導くことがで
きる能力」の育成が掲げられた１）。学士教育課
程の役割としては、「実習や体験活動などを伴
う質の高い効果的な教育によって知的な基礎に
裏付けられた技術や技能」を習得することがあ
げられている１）。高等教育のおける大学生の学
びは、専門的な知識の習得のみにあるのではな
く、多様な環境に適応して活動できる人間の育
成にある。
長崎国際大学では平成１２年の開学以来、一般
体育科目として「スポーツ実習」が開講され、
卒業単位として最大４単位の履修を認めている。
その中で、平成１３年度より「夏期集中授業（キャ
ンプ）」、「冬季集中授業（スキー・スノーボー
ド）」が開講されている。これらの集中授業・転
地型野外実習の目的は、「生涯にわたってスポー
ツの楽しさを享受する能力を高め、自己のライ
フステージや心身の状態に適したスポーツを生
活に取り入れ、豊かなスポーツライフを形成で
きる能力を身につけること」としている。また、
人間社会学部国際観光学科スポーツツーリズム
コース専門科目として「マリンスポーツⅠ」「マ
リンスポーツⅡ」が実技実習科目として開講さ
れている。
平成２３年度には、田井ら（田井他［２０１２］）
がキャンプ実習を中心に本学の野外実習の効果
測定を行い、カリキュラムへの提言をおこなっ
た２）。しかしながら、当該研究では、野外実習
の中でもキャンプ実習しか対象としておらず、
体育・スポーツ関連の転地合宿の意義を検討す
るには十分とは言えない。
そこで本研究では、本学で平成２４年度に実施
した「スポーツ実習・野外実習（キャンプ）」「マ
リンスポーツ実習Ⅰ・Ⅱ」「スポーツ実習・野
外実習（スキー・スノーボード）」の三実習につ
いて効果測定の検証を行うことを目的とする３）。
２．方　　　法
　対象・実施時期
対象は、キャンプ実習においては、本学に在
2
田井健太郎，熊谷賢哉，宮良俊行，金相勳，元嶋菜美香，谷木龍男，水野哲也　
実施し、その教育効果を検討した。
以下にその結果を要約すると、
　野外実習の参加により、体重が有意に増加した（F（１,８８）＝４４.３８, p＜.０１）。スキー実習前後にお
いて握力が有意に低下し（F（１,８８）＝３７.３５, p＜.０１）、実習後においてキャンプ実習、マリンスポー
ツ実習に対して、スキー実習が有意に低かった（MSe＝０.００７, p＜.０５）。
　野外実習の参加により、「活気」が有意に増加した（F（１,８８）＝１２.９８, p＜.０１）。キャンプ実習前後
において、「総合気分障害」が有意に低下した（F（１,８８）＝１１.０４, p＜.０１）。キャンプ実習に対して、
スキー実習が有意に高かった（MSe＝４.０７, p＜.０５）。実習後の「疲労」が、実習後において、キャ
ンプ実習、マリンスポーツ実習に対して、スキー実習が有意に高かった（MSe＝３.２５, p＜.０５）。
　野外実習の参加により、状態不安（F（１,８８）＝７.０１, p＜.０１）並びに特性不安（F（１,８８）＝７.０１, p
＜.０５）が有意に低下した。
　野外実習の参加により「SOC 総合得点」（F（２,８８）＝６.４６, p＜.０５）並びに「把握可能感」（F（１,８８）
＝８.６５, p＜.０１）「処理可能感」（F（１,８８）＝６.１２, p＜.０５）が有意に増加した。
　野外実習の参加により、「積極性・行動力」が有意に増加した（F（１,８８）＝１２.０１, p＜.０１）。
以上のことから、多種のアクティビティプログラムを含む野外実習への参加が、フィジカルフィット
ネスを向上させ、気分を改善し、学生のメンタルフィットネスを向上させることが示唆された。
キーワード
野外実習、体力、気分、メンタルフィットネス、SOC
籍する大学生２４名（男性１０名、女子１４名）、平
均年齢は１９.０８（SD＝０.９３）歳であった。学生の
所属は、国際観光学科が１６名、社会福祉学科が
５名、健康栄養学科が３名であり、学年でみる
と、３　 年生３名、２　 年生６名、１　 年生１５名であっ
た。また、調査並びに合宿プログラムは、２０１１
年９月１２日から１６日の間に行われた。
マリンスポーツ実習においては、本学に在籍
する大学生３９名（男性２８名、女子１１名）、平均
年齢は１９.９（SD＝１.４）歳であった。学生の所属
は、国際観光学科が３７名、健康栄養学科が２名
であり、学年でみると、４
　
 年生６名、３
　
 年生４
名、２
　
 年生１９名、１
　
 年生１０名であった。調査並
びに合宿プログラムは、２０１２年８月２０日から２２
日の間に行われた。
一方、スキー・スノーボード実習では、本学
に在籍する大学生２８名（男性１１名、女子１７名）、
平均年齢は１９.７（SD＝０.９）歳であった。学生の
所属は、国際観光学科が２２名、健康栄養学科が
６名であり、学年でみると、３　 年生５名、２　 年
生１３名、１　 年生１０名であった。調査並びに合宿
プログラムは、２０１３年２月１４日から１８日の間に
行われた。
　倫理的配慮
倫理的配慮として、調査等の実施前に書面等
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表１　授業計画（キャンプ実習プログラム）
表２　授業計画（マリンスポーツ実習プログラム）
をもって授業担当教員および共同研究者がその
実施内容を説明し、上記学生のべ９１名に本調査
への参加を求め、全員から承諾の確認を求めた。
事後のいつでも同意撤回することができること、
調査結果を個人が特定されないよう加工した上
で使用することを説明した。
　手続き
対象が参加したプログラムは、各種アクティ
ビティプログラムと集団生活体験を中心とした
合宿プログラムを通して授業目的にあげた各能
力を獲得することを期したものである。
キャンプ実習は、事前授業と４泊５日の合宿
研修（独立行政法人国立青少年教育振興機構国
立大洲青少年自然の家）によって構成される
（表１）。アクティビティプログラムとしては、
１　 ．野外炊飯①（カレーライス）、２　 ．クライ
ミング、３　 ．カヌー（リバーカヤック）、４　 ．
野外炊飯②（BBQ）、５
　
 ．カヌー（シーカヤッ
ク）、６　 ．マリンスポーツ、７　 ．クラフトワー
ク（竹細工）、８
　
 ．キャンドルファイアー、９
　
 ．
うどん作りを行った。
対象は、１　 日目の朝に大学に集合し、その後
バスで合宿研修地（国立大洲青少年自然の家）
に移動し、４　 泊５日のうちの約２５時間をカヌー
などのアクティビティプログラムに費やし、プ
ログラム実施後、まとめの講義を行い再びバス
で大学に戻った。事前と事後の調査並びに測定
は、合宿研修地移動（入所時）とプログラム終
了直後（退所時）に実施した。
マリンスポーツ実習は、事前の学科講習と２
泊３日の合宿研修（ホテル日光、奥武島、ケラ
マ諸島）によって構成される（表２）。アクティ
ビティプログラムとしては、スクーバダイビン
グを行った。「マリンスポーツ実習Ⅰ」、「マリ
ンスポーツ実習Ⅱ」それぞれにおいて、オープ
ンウォーターＣカード、アドバンスドオープン
ウォーターＣカードの取得を目標とした。
対象は、１　 日目の朝に福岡空港に集合し、そ
の後飛行機で沖縄県那覇市に移動し、２
　
 泊３日
のうちの約１０時間をカヌーなどのアクティビティ
プログラムに費やし、プログラム実施後、まと
めの講義を行い再び飛行機で大学に戻った。事
前と事後の調査並びに測定は、事前授業終了時
と全アクティビティプログラムが終了した合宿
研修最終日の朝に実施した。
スキー・スノーボード授業（以下スキー実習）
は、事前授業と４泊５日の合宿研修（ルスツリ
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表３　授業計画（スキー・スノーボード実習プログラム）
ゾート）によって構成される（表３）。アクティ
ビティプログラムとしては、アルペンスキーま
たはアルペンスノーボードを行った。
対象は、１　 日目の朝に福岡空港に集合し、そ
の後飛行機とバスで合宿研修地（ルスツリゾー
ト）に移動し、４　 泊５日のうちの約２０時間をス
キーまたはスノーボードのアクティビティプロ
グラムに費やし、プログラム実施後、まとめの
講義を行い再びバスおよび飛行機で大学に戻っ
た。事前と事後の調査並びに測定は、合宿研修
地移動時（入所時）とプログラム終了直後（退
所時）に実施した。
　尺　度
①　フィジカルフィットネス
フィジカルフィットネスとして健康関連体力
である体重、握力（筋力）、長座体前屈（柔軟
性）を測定した。
②　日本版 POMS 短縮版（感情プロフィー
ル検査）
日本版 POMS 短縮版（感情プロフィール検査）
によって気分・感情を測定した。この検査は、
McNair らが開発し、横山らによって作成され
たもので、気分・感情の評価法として高い信頼
性・妥当性が報告されている４）５）６）。
③　日本版 STAIJYZ（新版 STAI：状態―
不安検査）
日本版 STAIJYZ（新版 STAI）によって、現
在の不安（状態不安）の程度、及び不安になり
やすい傾向（特性不安）を測定した。STAI は 
Spielberger が開発した不安の存在を測定する
尺度として多くの研究に使用されているもので、
今回用いた日本語版は、日本人の文化性を考慮
して肥田野ら（肥田野他［２０００］）が作成した
改訂版である７）。
④　首尾一貫感覚（以下 SOC）
ストレスに対処する能力を測る尺度として日
本語版 SOC１３ を使用した８）９）。SOC（Sense of 
Coherence）は、Antonovsky によって見出さ
れた「極めて大きなストレッサーやトラウマに
耐えて心身の健康を保持し、対処に成功してい
る一群の人々の中核に共通して存在する健康要
因概念（ストレス対処能力）」で、文字通り自
分の生きている世界はコヒアレント（coherent）、
つまり首尾一貫している、筋道が通っている、
訳 が わ か る、腑 に 落 ち る と い う 知 覚
（perception）・感覚（sense）であり、次の３つ
の下位概念から構成される。
ア 　有意味感（sense of meaningfulness）：
ストレッサーへの対処の仕方も含め、日々
の営みにやりがいや生きる意味が感じら
れる感覚。
イ 　把握可能感（sense of comprehensibility）：
自分の置かれている、あるいは置かれる
であろう状況がある程度予測でき、また
は理解できる感覚。
ウ 　処理可能感（sense of manageability）：
何とかなる、何とかやっていけるという
感覚。
今回の研究で使用する日本語版 SOC１３ は、
Antonovsky が１９８７年に開発した SOC スケー
ルを山崎ら（山崎他［１９９９］）が日本語版とし
て開発した日本語版 SOC２９ の短縮版であり
（回答者への負担を考慮し、短縮版を用いるこ
ととした）、すでに他の類似尺度との関係を示
す基準関連妥当性についても明らかにされてい
る１０）１１）。
⑤　メンタルフィットネス評価尺度（以下 MF）
水野らが開発した MF によって、包括的なメ
ンタルフィットネス能力を測定した１２）。この尺
度は、東京医科歯科大学保健体育研究室で開発
されたもので、“行動力・積極性”、“人間性の
豊かさ”、“情緒的安定性のなさと否定的感情”
を測定することができる。
　統計処理
実習効果の検定には、繰り返しのある二元配
置分散分析［実習（キャンプ実習、マリン実習、
スキー実習）×時間（実習前、実習後）］を行
い、交互作用がみとめられた場合、post hoc test 
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として Fisher の LSD 法で多重比較検定を行っ
た。有意水準は危険率５％未満とした。
３．結　　　果
プログラム実施前後における各尺度の結果に
ついて、表４に示した。
　フィジカルフィットネスについて
図１にプログラム実施前後のフィジカルフィッ
トネスの変化を相対値で示した。
体重は、群の主効果との交互作用はみとめら
れなかったが（F（２,８８）＝０.０９, n.s.）、実習前後
において主効果がみとめられた（F（１,８８）＝４４.３８, 
p＜.０１）。握力は、群の主効果との交互作用がみ
とめられ（F（２,８８）＝１０.５０, p＜.０１）事後検定の
結果、スキー実習前後において有意差がみとめ
られた（F（１,８８）＝３７.３５, p＜.０１）。また、実習
後にスキー実習に対して、キャンプ実習、マリ
6
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表４　各野外実習前後の体力と心理検査得点の変化
実習前後交互作用スキーマリンキャンプ
pFpFSDMeanNSDMeanNSDMeanNVariable
＜.０１４４.３８n.s.０.０９９.３４６０.２０２８９.７５６２.０２３９１０.０６５９.９６２４pre
体重
（kg）
PF
９.０６６０.８９２８９.９４６２.６９３９１０.３２６０.７１２４post
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ンスポーツ実習の有意差がみとめられた（MSe
＝０.００７, p＜.０５）。
　気分・感情について
図２にプログラム実施前後の POMS の各因
子別の変化を相対値で示した。
POMS の「活気」は、群の主効果との交互作
用はみとめられなかったが（F（２,８８）＝１.５７, n.s.）、
実習前後において主効果がみとめられた（F（１,８８）
＝１２.９８, p＜.０１）。「総合気分障害」（Total Mood 
Disturbance（以下 TMD））得点は、群の主効
果との交互作用がみとめられ（F（２,８８）＝３.２０, 
p＜.０５）事後検定の結果、キャンプ実習前後に
おいて有意差がみとめられた（F（１,８８）＝１１.０４, 
p ＜ .０１）。また、実習後にキャンプ実習に対し
て、スキー実習の有意差がみとめられた（MSe
＝４.０７, p＜.０５）。「疲労」得点は、群の主効果と
の交互作用がみとめられ（F（２,８８）＝９.５０, p＜.０１）
事後検定の結果、スキー実習前後において有意
差がみとめられた（F（１,８８）＝３２.５０, p＜.０１）。
また、実習後にキャンプ実習、マリンスポーツ
実習に対して、スキー実習の有意差がみとめら
れた（MSe＝３.２５, p＜.０５）。
　不安について
図３にプログラム実施前後の STAI の各因子
別の変化を相対値で示した。
STAI の「状態不安」は、群の主効果との交
互作用はみとめられなかったが（F（２,８８）＝１.５４, 
n.s.）、実習前後において有意差がみとめられた
（F（１,８８）＝７.０１,  p＜.０１）。「特性不安」は、群の
主効果との交互作用はみとめられなかったが
（F（２,８８）＝０.０９, n.s.）、実習前後において有意差
がみとめられた（F（１,８８）＝７.０１, p＜.０５）。
　首尾一貫感覚について
図４にプログラム実施前後の SOC の各因子
別得点の変化を相対値で示した。
「SOC 総合得点」は、群の主効果との交互作
用はみとめられなかったが（F（２,８８）＝０.０６, n.s.）、
実習前後において有意差がみとめられた（F（２,８８）
＝６.４６, p＜.０５）。「把握可能感」は、群の主効果
との交互作用はみとめられなかったが（F（２,８８）
＝０.９２, n.s.）、実習前後において有意差がみと
められた（F（１,８８）＝８.６５, p＜.０１）。「処理可能
感」は、群の主効果との交互作用はみとめられ
なかったが（F（２,８８）＝０.０６, n.s.）、実習前後に
おいて有意差がみとめられた（F（１,８８）＝６.１２, 
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図１　フィジカルフィットネス得点の変化
p＜.０５）。
　メンタルフィットネスについて
図５にメンタルフィットネスを評価する MF 
の各因子別の変化を相対値で示した。
「積極性・行動力」得点は、群の主効果との
交互作用はみとめられなかったが（F（２,８８）＝０.０６, 
n.s.）、実習前後において有意差がみとめられた
（F（１,８８）＝１２.０１, p＜.０１）。
４．考　　　察
本研究で対象としたプログラムは、多様なア
クティビティプログラムの体験、また野外活動
での専門的技能の習得と集団での生活管理がそ
の中心的教育内容であった。
フィジカルフィットネス（体力）面において、
野外実習の参加により体重が増加することが検
証された。実習では、プログラムに従って起床、
消灯し、毎日一定の運動を行うことに加え、ブッ
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図２　POMS 得点の変化
図３　STAI 得点の変化
フェスタイルを含む食事を三食摂るという健康
維持向上にとって理想的な生活をとったことに
より、生活スタイルが改善されたため体重が増
加したことが考えられる。
気分尺度においては、野外実習の参加により
「活気」が増加することが検証された。これま
で報告されている野外活動などの参加により
「活気」が増加する結果が確認された１３）。
不安尺度においては、野外実習の参加により
状態不安、特性不安ともに減少することが検証
された３）。
首尾一貫感覚尺度においては、野外実習の参
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図５　メンタルフィットネス得点の変化
図４　SOC 得点の変化
加により「総合得点」、「把握可能感」、「処理可
能感」が増加していた。ストレッサーに耐えて
心身の健康を保持し、対処に成功している人々
の中核に共通して存在する健康要因とされる SOC 
の中でも、把握可能感の高い人は世界には秩序
や法則があり、予測可能なものとみなしている
感覚である。また、処理可能感は、あらゆる出
来事は対処可能な経験とみなす感覚とされてい
る１４）。様々なストレッサーに対してうまく対応
するいわゆる「生き抜く力」は、健康と深く関
わることが指摘されている１５）１６）。SOC とは、自
己だけでなく環境や生活の中で起きる物事への
「世界規模の指向性」１４）とされることからも、気
象状況の変化を含めたダイナミックな自然環境
に適応しながら比較的高い強度の身体活動を継
続的に実施する野外実習の効果としてこうした
能力が向上した可能性が考えられる。
メンタルフィットネス尺度においては、野外
実習の参加により「積極性・行動力」得点が増
加していた。この得点は、「いつも自分の可能
性に挑戦している」、「必要な時にすぐに行動で
きる力がある」などの積極的な取り組みや行動
力を表すものである。各種のプログラムに取り
組む中で、自身に対してポジティブな側面が意
識されるようになった可能性が示唆される。ポ
ジティブな心理状態は、免疫能を高めると考え
られていることから１７）、健康教育の観点から実
習の効果があったことが示された。
また、スキー実習の前後において握力が有意
に低下したこと、実習後においてキャンプ実習、
マリンスポーツ実習に対して有意に低いという
結果に対しては、スキー実習の身体的負荷が関
係していることが考えられる。多くの履修者は
初心者、初級者レベルであり、慣れない雪上ス
ポーツ体験は負担が大きかったことが考えられ
る。実習中には、体力レベルに応じてプログラ
ム内容を適宜調整したが、天候が比較的良かっ
たこともあり、滑走量は初心者、初級者として
は多かった。気分尺度における「疲労」項目で
は、スキー実習前後において有意に増加し、実
習後において他の二つの実習より有意に高かっ
た。POMS の「疲労」得点に関しては、活動前
後で改善がみられる報告や１８）、変化のない報告
があり１３）１９）２０）、活動内容や活動量の違いにより
一致した成績は得られていない。しかしながら、
本研究でのフィジカルフィットネス面の結果を
見る限り、スキー実習が心身共に負荷が高かっ
た可能性があり、今後のより効果的な実習運営
に対しては履修者の体力レベルに応じたプログ
ラムの作成が求められる。
従来から身体教育プログラムに求められてき
たフィジカルフィットネス（体力）については、
今回の結果からも短期の実習では握力や長座体
前屈などのフィジカルフィットネスが有意に改
善することはなく、あくまでその向上のために
は、定期的かつ継続的な運動実践が必要である
ことが再確認された２１）２２）。
本研究では、pretest 実施時期において実習
間で転地後、転地前と相違が生じていた。プロ
グラムの都合により、実施時期を統一すること
ができなったのは、本研究の限界といえる。ま
た、今後の課題としては、性別、所属学科、学
年など学生の属性毎にみた野外実習の効果測定、
プログラム毎の通時的な比較、プログラム間で
の各尺度の比較、本学の平時スポーツ実習・ス
ポーツ実技科目においての効果測定と転地実習
との比較、改善された項目の持続性についての
検討があげられる。今後さらに対象者の数を増
やし、信頼性を高めることも課題の一つである。
５．結　　　語
本研究では、本学で実施した三つの野外実習
について効果測定の検証を行った。その結果、
実技能力を含めた専門的な能力の育成に留まら
ず、健康的な心身の形成、多様な環境に適応し
て活動する能力の向上に一定の効果があること
が実証された。
付　記
本研究は、長崎国際大学国際観光学科共同研究費
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（平成２４年度～２５年度）の助成を受けて行われた。
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